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大学院薬学研究科
薬学専攻博士課程（4年制）の設置について

齊藤　浩司薬学研究科長

2011年度地区別懇談会の様子［関連記事6ページ］

　薬学6年制の実施という大規模な制度改正に伴い、

薬学研究科では大学院における今後の教育研究の在

り方について検討を重ねてきました。その一環として、

従来の修士課程（薬学専攻・医療薬学専攻）を再編し、

2010年4月に新たに生命薬科学専攻修士課程を開

設してきたところです。そして2012年4月より、6年

制学部に基礎を置き主として医療薬学・臨床薬学に重

点を置いた教育研究を推進する新博士課程（4年制、

入学定員3名）がスタートします。6年間の学部教育が

ジェネラリストとしての薬剤師を養成するステップとす

るなら、新博士課程は薬に関する高度な専門性を身に

つけて薬物療法の推進に寄与するスペシャリストを育

成するためのステップと言えます。したがって、薬学6

年制課程の卒業生ばかりでなく、修士課程修了者さら

には薬学以外の6年制医療系学部出身者にも広く門戸

を開くカリキュラム体系を整えました。

　本学の新博士課程の特色をいくつかご紹介します。

まず、旧博士課程で6つに細分されていた研究分野を

「基盤薬学系」と「臨床薬学系」の2分野に再編したこと

が挙げられます。これは、大学院担当教員が個々の専

門性にとらわれることなく分野を横断して連携・協力し、

研究能力ばかりでなく指導力や応用力、企画力などを

統合的に身につけた人材の育成に取り組むことを鮮明

にするものです。これに連動して、1年次には指導教員

以外の教員の研究指導の下で他分野の研究手法や技

術を習得することができる基盤研究総合実習が設けら

れています。授業科目は1～2年次に医療薬学基盤科

目14科目を、3～4年次に医療薬学応用科目10科目

を配し、これらを原則選択とすることで学生が個々の興

味を基に主体的に学べるカリキュラムとしました。さら

には、2～4年次に提携医療機関に常駐し専門医や専

門薬剤師の指導の下に臨床研究を展開しながら単位

を修得していくことができるなど、様々なコースワーク

により学位の取得を目指せるようになっています。

　今後この新博士課程の特色を広く知ってもらうとと

もに、社会人学生の受け入れも積極的に図りながら、定

員の確保に努めていきたいと思います。皆様のご支援

を宜しくお願いいたします。
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　震災から時間が経過するにつれ、身体虚弱、
低栄養、認知機能低下、抑うつなど高齢者の
様々な健康問題が顕著になりつつあります。こ

のたび、日本老年医学会主催で、被災地支援の
一環として敬老の日に健康相談活動を行うこ
とになり、日本老年医学会、日本老年精神医学
会、日本老年歯学会の専門医・認定医に対する
ボランティア参加の要請を受け、本学歯学部
越野教授が、本学の災害支援活動の実績から
老年歯科医学会から派遣される歯科医師団の
責任者として参加しました。
　参加した活動は、日本老年医学会主催の「敬
老の日の高齢者健康相談」であり、敬老の日の
9月19日（月）に被災地である気仙沼市の仮設
住宅集会所6か所で実施されました。

　相談会で、越野教授は歯科領域を担当し、歯
や義歯に関する悩み相談に対応し、義歯洗浄
剤、歯ブラシ等の口腔ケア用品の配布も行い、
口腔衛生の向上に向けた活動も合わせて行い
ました。

教員役職者・新任教員・昇任教員等紹介

本学歯学部越野教授が
気仙沼で「敬老の日の高齢者健康相談」に参加 

新規選出教員役職者

新任教員

（こじま　さとる）小島　悟

札幌医科大学衛生短期大学部、北海学園
大学経済学部卒業。北海道教育大学大学
院教育学研究科修士課程修了。札幌医科
大学医学部附属病院理学療法士、同大学
保健医療学部講師、カナダ・アルバータ大学
リハビリテーション医学部訪問研究員等を経
て、本学就任。教育学修士。

PROFILE

准教授

歯学部 学生部副部長

平成23年10月1日付

平成23年1０月1日付

遠藤　一彦

薬学部 助教（創薬化学）

配置替
平成23年10月1日付

講師（口腔機能修復・再建学系〈高度先進保存学〉）歯学部 森　真理
 

歯学部 助教（生体機能・病態学系〈臨床口腔病理学〉） 佐藤　惇

金　尚永 

昇任教員

　  （あけの　しんじ）明野　伸次

本学看護福祉学部卒業。同大学院看護福
祉学研究科修士課程修了。北海道大学医
学部附属病院看護師、本学看護福祉学部
助教等を経て、講師就任。看護学修士。

PROFILE

看護福祉学部講師
（看護学科 実践基礎看護学）

　　  （うちがしま　しんや）内ヶ島　伸也

本学看護福祉学部卒業。同大学院看護福
祉学研究科修士課程修了。渓仁会西円山
病院看護師、本学看護福祉学部助教等を経
て、講師就任。看護学修士。

PROFILE

看護福祉学部講師
（看護学科 地域保健看護学）

 　（いりえ　かずはる）入江　一元

新潟大学歯学部卒業。同大学院歯学研究
科博士課程修了。同大学歯学部助手、本学
歯学部講師、准教授、カナダ・モントリオール
大学歯学部電子顕微鏡研究室研究員等を
経て、教授就任。歯学博士。

PROFILE

歯学部教授
（口腔構造・機能発育学系〈組織学〉）

 　（たにむら　あきひこ）谷村　明彦

新潟大学理学部卒業。同大学院理学研究
科修士課程修了。本学歯学部講師、准教
授、米国国立歯科研究所客員研究員等を経
て、教授就任。理学博士。

PROFILE

歯学部教授
（口腔生物学系〈薬理学〉）

平成23年10月1日付

平成23年１2月1日付平成23年１１月1日付

歯学部
助教（口腔機能修復・再建学系〈歯周歯内治療学〉） 白井　要

 

平成23年１１月1日付

有末歯学部長（中央）を囲んで記念撮影

相談に対応する越野教授

受付風景

　日本歯科医師会等からの派遣要請を受け
て、本学歯学部教員等が東日本大震災におけ

る被災地支援活動にあたってきましたが、この
度、日本歯科医師会より、ご遺体の身元確認作
業のために出動した歯科医師4名、身元確認作
業の待機リストに登録を行った歯科医師17名
に対して感謝状が送付されてきました。
　これを受けて、10月19日（水）、有末歯学部
長より、労いの言葉とともに各歯学部教員等に
対して感謝状が手渡されました。

被災地支援活動にあたった
本学歯学部教員等に対する感謝状の贈呈 

有末歯学部長から
感謝状を受け取る
歯学部教員
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歯科医師をめざす受験生へ

高齢者にこそ、かかりつけ
歯科医師が必要です。

　病気があり外出、通院ができない高齢

者、寝たきりの高齢者のために、家庭を訪

問して治療や、食べ物を噛む・飲み込むと

いった機能訓練を行う歯科医師が増えて

います。いまの診療機器はコンパクトにな

り、ワゴン車1台で訪問診療に出かけられ

ます。介護老人保健施設などからの要請も

多く、“走る歯医者さん”の活躍の場は広

がっています。

　歯科医師は患者さんにとって一番身近

なお医者さん。高齢の方に限らず、日頃か

ら歯の健診や口腔ケアを行う中で他の病

気を発見できることもあります。歯科医師

が口腔医学だけでなく全身への知識と理

解をもち、頼りになるホームドクターとして

介護医療や終末医療にも関わっていく、そ

んな時代が始まっています。

　日本人の三大死因といえば、がん、心疾

患、脳血管疾患です。65歳以上の高齢者

になると、これらに続く4番目に多い死因が

肺炎です。肺炎は口の中のばい菌やウイル

スが気管に入り込み肺の炎症を引き起こ

す感染症ですから、予防には歯磨きなど口

腔ケアで口の中を清潔に保ち、抵抗力を高

めることが大切となります。

　しかし、高齢者は「嚥下障害」といって食

べ物をうまく噛めない、飲み込めない、むせ

るといった状態の人が多くなります。神経

や筋肉の衰え、認知症の進行による口の機

能の低下が主な原因ですが、とくに介護が

必要な方や寝たきりの方は食べ物が気管

に入ってしまう誤嚥（ごえん）を起こし、一

緒に口の中のばい菌が肺に入り、誤嚥性肺

炎で亡くなる場合が多くあります。これを

防ぐためには、ふだんから口腔清掃をしっ

かり行うことが極めて効果的であることが

わかっています。さらに、歯科医師のケアが

加われば、死亡のリスクは4分の1に減らせ

るのです。

命にかかわる歯や口のばい菌。
歯科医師のケアが重要です。

地域医療の未来に歯科医師は欠
かせません。

訪問歯科診療を実施しています。
　北海道医療大学病院、歯科内科クリニックとも、地域社会への貢献の一環と
して、1995年（平成7）より訪問歯科診療を実施しています。両院で札幌市北
区あいの里エリア、当別町をカバーし、高齢者、体の不自由な方など通院困難
な方、年間およそ200人に利用されています。患者さんが入院・入所中の病院
や福祉施設、または自宅に、歯科医師と歯科衛生士が出向き、義歯の調整・製
作・修理、むし歯・歯周病の治療、口腔ケアなど、院内と同レベルの医療サービ
スを提供中。まだ認知度の低い訪問診療ですが、患者さんの生活に寄り添った
きめ細かな対応ができる“かかりつけ歯科医師”は、確実に地域で頼りにされる
存在になってきています。

訪問診療用の機器はコン
パクトながらも一般歯科の
ユニットと同等の機能をも
ち、歯科医院で行う治療
のほとんどを訪問診療でも
可能にしています。

T O P I C ST O P I C ST O P I C S
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　AO方式入試は、全体で178名の志願があり、84名が合格、実質競争倍率は2.1倍でし
た。
　一方、推薦入試は11月13日（日）に本学当別キャンパスをはじめ、帯広、北見、函館、仙
台、東京、大阪、那覇の全国8会場で実施。志願者総数は100名（指定校特別推薦除く）
で、実質競争倍率は1.7倍となりました。
　編入学試験は、全体で30名の志願があり、24名が合格、実質競争倍率は1.2倍でした。
編入学2期試験は、薬学部と歯学部は1月31日(火)、看護福祉学部と心理科学部は1月30
日(月)に、それぞれ札幌、東京、大阪の3会場で行われます。

入試情報

2012年度 入試結果速報

推薦入試は本学をはじめ、全国8会場で実施。

1/6（金）から一般前期入試、センター前期A入試の出願がスタート！！
入試に関する情報は　http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/̃koho/

　本年度、AO方式入試には30名の志願があり、受験者全員が合格、実質競争倍率は1.0倍でした。また、
11月13日（日）に行われた推薦入試、12月4日(日)に行われた一般前期入試〔A日程〕に、それぞれ2名の志
願がありました。一般前期入試〔B日程〕は、1月31日(火)に札幌コンベンションセンターで行われます。

AO方式入試に30名の志願。

北海道医療大学

歯学部附属歯科衛生士専門学校

2012年度

■2012年度 AO方式入試・推薦入試結果

■2012年度 AO方式入試・推薦入試・一般前期（A日程）入試結果

■2012年度 編入学試験（1期）結果

www.hoku-iryo-u.
ac.jpに接続する。

ホームペー
ジの「受験
生の方へ」
のタブを選
択する。

「インター
ネット出願」
の項目を選
択する。

インターネット出
願確認票作成フ
ォームが表示さ
れるので指示に
従って入力する。

「インターネ
ット出願確認
票」をプリン
トアウトする。

コンビニ支払い
シートをプリント
アウトする。

検定料を期限内
に振り込む。（指
定のコンビニエン
スストア）

「Pay-easy（ペ
イジー）」を選択
し、振込番号を控
え各金融機関へ
持参。

検定料を期限内
に振り込む。（全
国のゆうちょ銀
行・「Pay-easy」
のマークがある
金融機関ATM）

調査書など
の必要書類
を指示に従っ
て郵送する。

■センター入試（前期B・後期）と一般後期入試におけるインターネット出願の流れ

インターネット
出願について

薬学部

歯学部

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 実質競争倍率入試形態学部・学科名

合計

AO方式

一般推薦

AO方式

一般推薦

AO方式

一般推薦

指定校特別推薦

AO方式

一般推薦

指定校特別推薦

AO方式

一般推薦

AO方式

一般推薦

指定校特別推薦

●臨床福祉学科

（　）内は前年度実績

看護福祉学部
●看護学科

AO方式

一般推薦

44

24

17

61

50

29

8

1

21

9

100

113

178

391

24

15

24

（39）

（27）

（15）

（  1）

（46）

（42）

（29）

（  5）

（  3）

（21）

（  6）

（94）

（123）

（140）

（357）

（16）

（19）

44

24

17

1

61

50

29

8

1

21

9

100

113

391

24

15

24

（39）

（27）

（15）

（  1）

（46）

（42）

（29）

（  5）

（  3）

（21）

（  6）

（94）

（140）

（123）

（357）

（16）

（19）

28

20

17

1

10

18

29

8

1

21

7

60

84

112

256

9

13

12

（26）

（17）

（15）

（  1）

（10）

（16）

（29）

（  5）

（  3）

（21）

（  6）

（56）

（76）

（123）

（255）

（  8）

（12）

1.6

1.2

1.0

1.0

6.1

2.8

1.0

1.0

1.0

1.0

1.3

1.7

2.1

1.0

1.5

2.7

1.2

2.0

（1.5）

（1.6）

（1.0）

（1.0）

（4.6）

（2.6）

（1.0）

（1.0）

（1.0）

（1.0）

（1.0）

（1.7）

（1.8）

（1.0）

（1.4）

（2.0）

（15） （15） （13） （1.2）

（1.6）

77

20

20

8 1

6

15

15

15

10

14

7

67

72

216

15

5

12

6

（76）

指定校特別推薦 15（12） （12）

178

15 15（12） 1.0（1.0）7（  7）

（22）

指定校特別推薦 35（50） 35（50） 34（50） 1.0（1.0）25（22）

（20）

（10）

（  6）

（15）

（15）

指定校特別推薦 2（  0） 2（  0） 2（  0） 1.0（ー）8（10）

指定校特別推薦 11（11） 11（11） 11（11） 1.0（1.0）8（  7）

（15）

（10）

（15）

（  7）

（62）

（74）

（212）

（10）

（  5）

（10）

（  6）

心理科学部
●臨床心理学科

●言語聴覚療法学科

（　）内は前年度実績

看護福祉学部

学部・学科名 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 実質競争倍率入試形態

（  2）
（  7）

（  7）

（  2） （  2）社会人

一般

（  1） （  1） （  1）
（  0） （  0） （  0）社会人

一般

指定校

社会人

一般
（  5）

（  6）

（  0） （  0） （  0）

社会人

一般

1.0
1.0

1.0
ー

ー

1.0

ー
1.5

1.0

（32） （40） （39） （28） 1.2（1.4）

（1.0）

（1.0）
（ー）

（ー）
（  2） （  2） （  2） （1.0）

（  5） （  5） （  4） （1.3）
（  5） （  5） （  3） （1.7）

合計

●臨床福祉学科

●看護学科

薬学部

歯学部

心理科学部
●臨床心理学科

●言語聴覚療法学科

（  2） （  2） （  2） （1.0）

（  2）
（  7）

7

6

2

6

28

7

（ー）若干名

（  2） （  0）社会人

一般 1.5
1.5（ー）

（14） （14） （  8） （1.8）

（  1）

1

2
0

2

30

2

0
3

1

3
9

0

1

2
0

2

29

2

0
3

1

3
9

0

1

2
0

2

24

2

0
2

1

2
6

一般 1.0（  6） （  5） （  5） （1.0）7 6 6

0（  1） （  1） （1.0）

（　）内は前年度実績

歯科衛生科

学科名 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 実質競争倍率入試区分

（23）（20） （23） （23）AO方式 1.0（1.0）

（  3）（  5） （  3） （  3）一般前期入試（A） 1.0（1.0）

（31）（42）

20

5

42

30

2

34

23

2

27

（  5）（17） （  5） （  5）推薦入試 1.0（1.0）17 2 2 2

23

2

27（31） （31）合計 1.0（1.0）

本学では、2012年度入試のうち、センター試験利用入試（前期B・後期）と一般後期入試で、郵送による出願のほかにインターネットでの出願も受け付けます。
センター前期B入試では、インターネット出願、書類による出願とも、大学入試センター試験終了後に出願することができます。

インターネットによる出願方法の詳細（検定料振込方法・振込期限、書類提出、受験票交付方法など）については、すでに本学ホームページ上で公開中で
す。上記手順については、インターネット出願の概略を示したものですので、必ず本学ホームページ（http://www.hoku-iryo-u.ac.jp）で確認してください。

●インターネット出願の受付期間は次のとおりです。
【センター前期B入試】 2012年1月18日（水）～2012年1月27日（金）正午まで 【一般後期入試・センター後期入試】 2012年2月15日（水）～2012年2月22日（水）正午まで

1/30（月） 1/31（火）

2/28（火）
2/27（月）

一般前期入試試験日

一般後期入試試験日
薬学部
歯学部

看護福祉学部
心理科学部

試験日自由選択制

支
払
い
方
法
選
択

〈一般前期入試は試験日自由選択制〉
　一般前期入試は1月30日と1月31日の二日
間実施します。両日受験しても、どちらか一日の
み受験してもかまいません。受験日は出願の際
に登録します。また、検定料は両日受験した場合
も一日のみ受験した場合でも一律30,000円で
す。さらに、複数学科の併願も可能で、何学科
受験しても追加の検定料は一切かかりません。
（一日の受験で併願できる学科には制限があり
ます。詳細は「学生募集要項」でご確認くださ
い。）

〈センター入試は合計3回実施〉
　センター入試は前期A、前期B、後期の合計3
回実施します。
　前期Aは1月6日からセンター試験の前日まで
を出願期間とする3教科型入試。前期Bはセン
ター試験終了後の翌日から1月24日までを出願
期間とする2教科型入試。後期入試は2月に出
願する2教科型入試です。大学独自の試験は
実施せず、本学が指定する大学入試センター
試験科目の得点のみで合否判定を行います。
　また、全学部全学科の併願も可能で、同一
入試形態内であれば何学科受験しても追加の
検定料は一切かからず一律15,000円で受験

できます。さらに前期Aと前期Bの両方の入試形
態に出願することも可能です。（検定料はそれぞ
れ必要です）

〈一般入試とセンター入試の併願も可能〉
　一般前期入試とセンター前期A、センター前
期Bの併願や一般後期入試とセンター後期入
試の併願も可能です。 

〈一般前期入試は全国13会場で実施〉
　一般前期入試は、札幌、旭川、帯広、北見、
函館、青森、秋田、仙台、東京、名古屋、大阪、
広島、福岡の全国13会場で実施します。
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　9月22日（金）、2011 Student Campus President（学生
キャンパス副学長）任命式が行われました。
　薬学部、歯学部、看護福祉学部、心理科学部から選挙により選
出されたSCPに対し学長から任命状と専用ブレザーが手渡され、
また、期待と激励の言葉をいただきました。
　SCPは、より良い大学づくりのために学生代表が教職員とともに
各種プロジェクトの企画・立案を行い、実施する制度です。
　今年で4代目となるSCPですが、その多彩な活動は、学内外で注
目度が上がっています。
　2011年のSCP活動状況については、随時、SCPブログにて報
告いたしますので、ぜひともご覧ください。

前列左から薬学部2年坂田紫帆さん、歯学部2年清水 綾さん、新川学長、臨床福祉学科2年佐藤 陽さん、
言語聴覚療法学科2年上山智美さん。後列左から有末歯学部長、大野副学長、高橋心理科学部長

2011 Student Campus President 任命式が行われました

2011年度

北海道医療大学
合同就職相談会開催

　10月28日（金）、臨床福祉学科・臨床心理学
科・言語聴覚療法学科対象、12月1日（木）、薬
学部対象とした「2011年度 学内合同就職相
談会」が開催されました。

　当日は道内・道外の病院・施設・企業・公務等
団体から薬剤部門責任者・人事担当の方々が
多数来学され、学生に対して就職に関する説明
や相談等をしていただきました。
　参加した学生は各ブースを積極的に訪れ、活
発に相談等を行うなど、終始賑わいをみせてお
りました。
　また、10月28日（金）開催の相談会では、専
門のインストラクターを招き、面接対策や公務
員等試験対策コーナー等も設け、そちらでも積
極的な質疑応答の姿が多数みられました。

　本学では各学部ごとに、就職ガイダンス等を
行い、学生の卒業後の確実な就職にむけて、教
職員協働のうえ、きめ細やかな指導をしており
ます。各学部・学科学生の就職状況等について
は、本学ホームページをご参照ください。

　昨年12月に締結した本学歯学部とフランス・
ストラスブール大学歯学部の交流協定に基づ
き、短期留学生が来学しました。

　留学生は、ストラスブール大学歯学部5年生
のAlexandre Kouassi（アレクサンドル コワ
シー）さん。留学期間は9月16日から11月17日
までの2カ月間でした。
　来学初日は、留学生受け入れを担当された半
田教授とストラスブール大学への留学経験が
ある長野助教が出迎え、大学の紹介や滞在先
の案内をしました。
　Alexandreさんは、すでに挨拶程度の簡単な
日本語ができ、会話の中でのわからない日本語
はメモを取るなど積極的に日本語を勉強してい
ました。本学留学中は、歯学部口腔生物学系微
生物学分野の中澤教授のもとで、卒業論文の作

成に向けたデータ収集のための実験を行った
り、実験の成果を発表するための資料作りのノ
ウハウを学び、ゼミの研究報告会にも参加しま
した。
　また、日本文化への関心が高く、茶道部でお
茶の体験をしたり、地域の少林寺拳法道場での
練習に参加しました。
　コミュニケーションが上手で、参加したどのよ
うな場でもすぐに溶け込んでしまうAlexandre
さんの人柄は、短い留学期間の中で経験の幅を
広げたと思います。今回の留学生受け入れで、
今後、本学とストラスブール大学の交流がさら
に深まることを期待します。

参加団体／63団体10/28
●病院：32病院　●一般企業：8社　●社会福祉施設：19団体　●公的機関：4団体

参加団体／144団体12/1
●病院：69病院　●一般企業：12社　●薬局：61社　●公的機関：2団体

〈学生キャンパス副学長制度〉

SCPホームページ　http://scp.hoku-iryo-u.ac.jp/

フランス・ストラスブール大学からの短期留学生が来学 

右から二人目がAlexandre Kouassiさん
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2011年度
学校法人東日本学園後援会 学校法人東日本学園後援会

地区別懇談会、各種事業開催報告等
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~fubo/

地区別懇談会を開催しました。
多数のご出席ありがとうございました。

札　幌

旭　川

北　見

帯　広

釧　路

函　館

青　森

盛　岡

仙　台

東　京

大　阪

名古屋

広　島

福　岡

那　覇

11月   6日（日）

10月29日（土）

10月30日（日）

10月23日（日）

10月22日（土）

10月23日（日）

10月22日（土）

10月30日（日）

10月31日（月）

10月31日（月）

10月16日（日）

10月17日（月）

10月15日（土）

10月29日（土）

10月30日（日）

１91組

50組

25組

35組

23組

36組

11組

15組

14組

41組

33組

12組

8組

15組

１６組

525組

14組

3組

３組

２組

４組

3組

―

―

―

̶

―

―

―

―

―

２9組

開催地

学部・学校別懇談会（札幌会場）

個別面談（札幌会場）

開催日

小計

合計

出席者数

５54組

大学 専門学校

　２０１１年度の地区別懇談会は、10月15日（土）

から11月6日（日）までの期間、全国15会場（右表

参照）で開催し、554組747名のご父母の皆様が

ご出席くださいました。（出席率18.４％）

　懇談会は、総会(後援会･学園役員挨拶/学園動向

報告)、学部・学校別懇談会(現況報告/国家試験･就

職関連）、全体懇談会、個別面談(学生生活全般に係

るご相談)を実施し、特に個別面談においては、担当

教員との熱心な相談が行われていました。

　後援会は、学生のサポート役、ご父母の皆様と卒

業生、学園とを結ぶパイプ役として組織の強化、地

区支部の活性化、学生生活関連助成、同窓会活動

支援を柱とし、先般の東日本大震災に係る「被災地

出身学生に対する交通費の定額補助」をはじめとす

る学生への様々な支援により、学生生活における快

適な環境をつくることを大きな目的として事業活

動を推進しております。

　その中でも地区別懇談会は、後援会

が「ご父母の皆様と学園を繋ぐ貴重な架

け橋」として最も力を入れて推進してい

る事業活動のひとつであり、皆様がより

一層満足くださるよう今後更なる充実、

改善を図って参りますので、温かいご支

援、ご理解とご協力を賜り、来年度もぜ

ひご出席くださいますようお願い申し上

げます。

大学・専門学校同窓会役員との
懇談会を開催しました。

　11月15日（火）午後７時より、ホテル札幌ガーデンパレス

（２階孔雀）において2011年度大学・専門学校役員との懇談

会が開催されました。

　懇談会には、各同窓会役員等20名並びに学園から闊重理

事長、新川学長、大野副学長、栗田常務理事、土産田理事、黒

澤薬学部長、有末歯学部長、野川看護福祉学部長、高橋心理

科学部長、東城歯学部附属歯科衛生士専門学校長および小

野事務局長をはじめとする事務局職員９名、総勢39名が出席

しました。

　懇談会は、理事長、学長による挨拶後、学園から学園概況、

入試概要、学部・学校現況の報告、同窓会から同窓会活動状

況のご報告がありました。

　各同窓会-学園間の盤石な協働体制の構築及び各同窓会

相互の垣根を越えた横断的交流の重要性を再認識し、盛会裏

に終了しました。

当別町主催
「プレセミナーin北海道医療大学」を
開催しました。

　11月17日（木）午後４時より、

当別キャンパス薬学部棟P-1講

義室において当別町主催の「プレ

セミナーin北海道医療大学」が開

催されました。

　セミナーは、新潟薬科大学産学

連携研究推進センターより小西徹也教授を招聘し、「新潟市秋葉区（旧新

津市）における特産品開発の物語『新潟薬科大学発プチヴェールを使った

創作菓子・パン』」と題した１部講演、プチヴェールを使った創作菓子「ぷち

森シリーズ」を試食しながら『当別町と北海道医療大学が連携したまちづ

くり』を検討する２部構成により開催され、本学学生、教職員、当別町民等、

約70名が出席しました。

　当別町と本学は、本

学が持つ人的・知的・施

設財産を活かした魅力

あるまちづくりについ

ての事業を連携推進し

ていきます。

ぷち森シリーズ

１部講演闊重理事長挨拶 各同窓会現況報告
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大学院心理科学研究科坂野研究室の研究成果が
本年度２件の学会賞を受賞しました。

認定看護師研修センター修了式を行いました。 

心理科学部教授　坂野 雄二

　大学院心理科学研究科修士課程修了生
の増田由依さん（現、帯広畜産大学学生相談
室専任相談員）が在学中に作成した修士論
文の成果を公表した論文（ストレス科学、第
25巻所載）が2011年度日本ストレス学会賞
を受賞しました。本論文は、中学生･高校生の
ストレス対処モデルを検討し、ストレス対処
行動の評価方法を開発した研究です。日本ス
トレス学会賞は、2006年度の金井嘉弘さん
（現、東北学院大学講師）、2007年度の大澤
香織さん（現、甲南大学講師）、2010年度の
高橋高人さん（現、福島県立医科大学神経精
神医学講座助教）に続いて４度目の受賞であ
り、２年連続の受賞です。
　また、博士後期課程修了生の本谷亮さん
（現、福島県立医科大学神経精神医学講座
助教）が在学中に作成した博士論文の一部
を公表した論文（行動療法研究、第37巻所
載）が2011年度日本行動療法学会内山記
念賞を受賞しました。本論文は、緊張型頭痛

患者の治療モデルを認知行動療法の立場か
ら明らかにし、緊張型頭痛に対する心理学的
治療法の確立を目指した基礎研究です。日本
行動療法学会賞は、2007年度の岡島義さん
（現、東京医科大学睡眠学講座助教）に続い
て２度目の受賞です。
　坂野研究室ではこれまで、2005年には、
Els ie  Ramos Memor ia l  Student  
Research Award（アメリカ行動療法認知
療法学会、金井嘉弘）、日本ストレスマネジメ

ント学会第4回学術大会賞（高橋高人）の２
件、2008年には日本自律訓練学会ＪＭＩ記
念賞（坂野雄二）、日本自律訓練学会第10回
池見奨励賞（古川洋和、現、帝京大学医学部
公衆衛生学講座助教）、10th International 
Congress of Behavioral Medicine 
Poster Abstract Award（国際行動医学
会、村椿智彦、現、東北大学大学院医学系研
究科行動医学分野博士課程）の３件、2010
年には日本心理学会国際賞功労賞（坂野雄
二）を受賞しています。今回の受賞によって、
2003年に大学院心理科学研究科で坂野研
究室が発足して以来、坂野研究室の学会賞
受賞回数は合計12件となりました。
　札幌あいの里キャンパスで活躍する坂野
研究室がストレスの基礎研究や認知行動療
法研究のわが国の中心となっていることはう
れしい限りです。

　12月8日（木）、2011年度認定看護師研修センターの修了式を行いました。
　5月の入学時より7カ月にわたる講義・演習・実習を経て、皮膚・排泄ケア分野13名、緩和ケア
分野22名、がん化学療法看護分野8名、合計43名の研修生が、各教育課程を修了し、翌5月の
認定看護師資格認定試験に挑みます。
　多くの役員、ご来賓の見守る中、各分野の修了生代表が、認定看護師として医療の現場に立つ
ことへの決意と、7カ月をともにした仲間たちとの絆の大切さを述べ、式を締めくくりました。

2011年度日本ストレス学会賞 2011年度日本行動療法学会内山記念賞

増田さん授賞式ストレス学会賞

本谷さん授賞式 本谷さん受賞挨拶
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　こんにちは！漆原ゼミ4年生です。3年次後期から

同じメンバーで「専門演習Ⅰ・Ⅱ」を経て、現在「卒業研

究」真っ最中です。漆原宏次准教授のマンツーマン

指導のもとでそれぞれの研究を進めていますが、隔

週で集まり進捗状況を報告し、意見交換していま

す。その様子を少しだけご紹介します。

　
■衝動買い、ギャンブル…

　最初は黒川と中村。きょうは二人で作成した調査

票の最終確認です。一つの調査で得た結果を違う

方法で解釈、それぞれの卒業論文にまとめます。黒

川のテーマは「衝動買いとセルフコントロール・価

値割引の関係」、中村は「ギャンブル性の有無と認知

の関係」で重なる部分が多く、きょうは二人で手分

けして翻訳した英語論文の発表もありました。

　卒業研究で調査を行うケースはどのゼミでもあ

りますが、調査対象は主に本学部の学生です。それ

で札幌あいの里キャンパスではとくに後期に多種

多彩な調査票が飛び交います。黒川・中村の調査は

来週実施に決まりました。

■書くだけでやせるなら…

　工藤は本学大学院進学が決まり、長期的な研究

計画を立ててセルフモニタリングの研究を進めて

います。“記録ダイエット”の方法を勉強へ応用でき

ないか、英単語の学習における自己記録の有効性

の調査を計画中です。きょうは実施方法の細かな部

分について意見を求め、被験者のグループ分けの

倫理的問題、デメリットなども議論されました。

■40ドルは必要経費

　峰江のテーマは「職業的不安」。自己分析により不

安は変容するか、自己限界を作るのかを調べていま

す。峰江も質問紙を作成中ですが、必要な洋書が手

に入らない問題に直面しています。絶版か？と一同、

同情しかけたところで、iPadを手に先生が「航空便

料込み約40ドルで手に入る。買う？」。もちろん峰江

は即決！資料探しと入手の苦労もいい経験です。

■これぞ渉猟（しょうりょう）

　長谷川は論文漬けです。これまで15本読破、目

標は30本！興味をかき立てられた小集団SST（ソー

シャル・スキル・トレーニング）の関連論文を読み込

み、消化しています。最終的には共通点や傾向を明

らかにし、不足部分など課題を提示する卒業論文に

まとめるつもりです。きょうはSST実施後のフォ

ローアップに関する論文について発表しました。

　私たちが研究について説得力ある話ができるよ

うになったのは3年次「専門演習Ⅰ」での苦労のたま

ものです。500ページもある『行動変容法入門』を

学生が章ごとに分担し、プレゼンする形で進められ

たからです。1人4、5回は担当するので、まとめる・

書く・発表する力が鍛えられました。学習心理学は

データ重視で数式も多く扱うため、科学的思考も徹

底して刷り込まれました。1・2年次の授業を経てゼ

ミに入るころには心理学からミステリアスなイメー

ジが払拭され、卒業研究で科学、学問として学ぶ醍

醐味を手にできます。

心理科学部 臨床心理学科 ［4年制］

人の心や行動の奥に迫る研究は
アカデミックな興奮を味わえ、ハマリます！

メンバーの研究をざっと紹介。 心理学は科学ですから。

専門演習Ⅰ・Ⅱ〈卒業研究〉

3・4年次　必修

漆原ゼミの4年生。前列左から中村勇希さん（札
幌光星高校卒）、長谷川文也さん（小樽潮陵高
校卒）、後列左から工藤武也さん（弘前南高校
卒）、黒川翔平さん（網走南ヶ丘高校卒）、峰江竜
輔さん（札幌新川高校卒）。4年生は6名ですが、
きょうは女子1名が体調不良で欠席です（残念！）。

興味を持ったことを、
自分で満足するまでトコトン調べよう

　私の専門は学習心理学ですが、ゼミ生

の卒業研究のテーマは、私の専門分野を

多少外れてもいいので、自由に選んでも

らっています。ただし、そうやって自由に選

んだテーマである以上、各自が責任を持っ

て自分の研究を進める。そこに、私の専門

分野の視点からコメントやアドバイスを加

えて、新しいものを作っていこうというのが

今のゼミの方針です。自分の読みたいと

思う論文を探して貪り読んだり、自分の頭

で考え抜いた実験や調査をワクワクしなが

ら行ったり、といった、心理学研究の醍醐

味、面白さを、卒業までにたくさん経験して

もらいたいですね。

漆原先生の専門は、ヒトを含む動物が経験により行動
を変える（パブロフの犬が有名です）過程を研究する学
習心理学ですが、卒業研究のテーマは分野を超えて自
由に選んでいます。

●漆原 宏次 准教授

担当教員より
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良く学び良く遊んだ
学生時代

今、本学の教壇に立たれている先生たちは、

学生時代をどのように過ごしていたのでしょうか。

今回は広瀬准教授と高橋教授のお二人に、

当時の様子を語っていただきました。

歯学部
歯学科

准教授　広瀬　弥奈

　私は本学歯学部の卒業生です。大学入学

後、すぐに道東にある白糠郡音別町の教養学

部に行くこととなり、初めて寮生活を味わうことと

なりました。ご存知の方も多いと思いますが、教

養学部の周辺には校舎とグラウンドを中心とし

て、男子寮、女子寮そして数名の先生の官舎

があるだけで、あとは海と木ばかりという環境で

した。当時の歯学部生のほとんどは貴重な青

春時代の2年間をそのような中で暮らしたわけ

です。

　寮生活では、全国から集まってき

た知らない者同士が食事やお風呂

も一緒ということで、最初はみな緊張

していたのを覚えています。しかし、

打ち解けるのも早かったのか、そのう

ち毎晩誰かかれかの部屋に集まり、

消灯？までの時間、家から送っても

らったご当地のお菓子などを持ち

寄って食べながら、色 な々ことを語り

あったものです。なぜこの大学に来

たのか、これからどんなことをやりたいか、最初

は固い話が主でしたが、徐 に々深い話もするよ

うになりました。私が特に好きだった話はみんな

のお国自慢で、普段、大学と寮という閉された

環境で生活しているせいか、新潟、大阪、滋

賀、和歌山など自分の育ったところはいかにす

ばらしいかを聞くのが楽しみでしたし、各地の

名所・名産の話を聞けば聞くほど行ってみたく

なりました。そこで、みんなで計画を立てて、大き

な休みとなれば各地を巡りました。実家に大勢

で泊まらせてもらったり、美味しいものをお家の

方にご馳走になったりと、当別の専門学部に

移ってからもこのような仲間との付合いは続きま

した。卒業までの6年間で、北は稚内、利尻・礼

文から、南は京都、岡山、果ては沖縄まで、1

都、2府、10県と随分楽しい思い出を友人たち

と作ることが出来ました。今でも時々同窓会など

で集まるとこれらの話で大いに盛り上がります。

　卒業後、私は母校の大学院に進みました。

そして、現在に至っております。これまでには楽

しいことばかりではなく、辛いことも沢山ありまし

た。そのような時にいつも励ましてくれたのが、学

生時代の友人たちです。クラウンブリッジの講

座にいる主人もその1人ですが、写真は今でも

変らず人生の様 な々ことを相談でき

る仲間たちです。学生の皆さんにも、

大学生活の中でこのように将来ずっ

と頼りになるような仲間たちをぜひ

作ってほしいと願っています。

　来年3月で定年退職となるので書類や本・

雑誌の整理をしている。書類は焼却、しかし、

本は手間取っている。自宅に持ち帰ることの

できる分量も限られている。

　これからは読まないと思う本を捨て始める

と、大学院以降に購入した専門書は割合簡

単に捨てられることが分かった。何十年も前

の専門書はほとんど役に立たない。しかし、捨

てられないものがあることに気付いた。学部時

代に一生懸命に勉強した本や、影響を受け

た本は、書架から引っ張り出す手がはたと止

まり、何日も過ぎてしまう。

　学部時代は金沢だった。朝は金沢城の石

川門をくぐり、授業が終わると、TVなどで紹介

される東のお茶屋街を回り道して帰宅したり、

冬、雪が降ると朝早くに大学の隣に位置する

兼六園の景色を楽しんだりした。

　幸い、小さな大学だった。心理学専攻4名

に対して、教員は5名であった。教員は勉強

するものには自由に勉強をさせてくれたし、実

験もさせてくれた。3年生の時から、1人で高さ

3メートルの塀に囲まれた動物実験室にこもり

ハトとネズミを相手に実験を行った。自主ゼミ

で使った最初の本がK.Hullの「行動の原理」

であった。

　心理検査のMMPIを先輩の被験者となっ

て受けると、殆ど異常という結果が出てきた。

当時、大学は政治の季節でもあった。感覚崩

壊という言葉にうたれたりもした。

　4年次、学習心理学に興味を持ち、部分強

化をテーマとして1人で1日6時間ほどネズミを

相手に実験室に籠った。三カ月ほど発話をし

ないでいると、言葉が非常に出にくくなる体験

もした。実験が終わると1人で豚足を食べなが

ら酒を飲んでいた。精神病院で行われた授

業で分裂病の典型症状を身近に見ながら教

わったのもこのころである。

　結局、B.ラッセル「神秘主義と論理」（B.ラッ

セルは高校時代から影響を受けたな）、

S.Freud「症例研究」、今田 恵「心理学史」、

K.シュナイダー「精神病質人格」、島崎敏樹

「人格の病」、Pavlovの“Condit ioned 

Reflexes”などを飛ばした作業が続く。

私の学生時代

心理科学部長

教授　高橋　憲男

寮生活での１場面（一番上が私）

沖縄万座ビーチを背に（向かって前列左が私）

3年生の時、故田中先生（MMPIの権威）と

北
の
都
に
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医療法人鉄蕉会
亀田総合病院リハビリテーション室（千葉県）　言語聴覚士

（心理科学部言語聴覚療法学科2009年卒業）森　美琴子さん

千葉県鴨川市にある亀田総合病院は
医療サービス・経営、双方のクオリティの高さで
非常に注目されている病院です。本学OGの森さんも、
STとして同病院で多彩な経験を積んでいます。

　美しい海岸線が続く外房、人口約3万6000
人の鴨川市にある亀田メディカルセンターの中
核施設、亀田総合病院が森さんの勤務先で
す。925床、32診療科、医師約400名、看護師
約850名を有する同病院は、医療機関では極
めて珍しい「カスタマーリレーション部」の設置な
ど、QOL（クオリティ・オブ・ライフ）、患者満足度
の向上を徹底させ「もう一度入院したい病院」
「働きたい病院」と、患者さん、医療関係者、ま
たビジネス界からの高い評価で知られます。
　同病院のリハビリテーション事業管理部は
140人を超える大所帯。森さんが所属するリハ
ビリテーション室もST（言語聴覚士）9名とPT
（理学療法士）、OT（作業療法士）、合計50名
以上のリハビリスタッフを揃え、発症急性期患
者さんに対応しています。森さんは主に救命救
急科や脳神経外科の患者さんに、失語症や
高次脳機能障害のことばのリハビリ、その他疾
患の嚥下（食べ物を飲み込むこと）の評価、訓
練を行っています。

　働き始めて約2年半の森さんは「どのケース
も忘れられないものばかり。STとして、人として、
意識や視点を変えられたエピソードは挙げれ

ばきりがありません」と言いま
す。
　「その日そのときの最大を」
ということばも森さんが深く意
識に刻み込んだものの一つ
です。心臓血管外科で気管
切開、人工呼吸器使用と
なった患者さんのケースでし
た。夏の夜空に開く大輪の花
火を見せてあげたいと、担当
医師、看護師があらゆる方
法を検討したそうです。患者
さんも、森さんが担当するス
ピーチカニューレ※の発声練習で毎回話題に
するほど花火を楽しみにしていました。「花火」
が患者さんを中心にしたチームの合い言葉の
ようになりました。結果的には、別の疾患もあり、
患者さんは花火を見ることができずに亡くなりま
したが、このときチームの一員だったPTが森さ
んに言ったひと言が「急性期はその日そのとき
の患者様の最大を引き出してあげることが必
要。先を見つつ、でもその時の最大を！」でした。

　3月11日に発生した東日本大震災で、亀田総
合病院はいち早く被災者を受け入れました。「リ
ハビリテーション室は被災した人工透析患者
様の診療室に、リハスタッフは搬送係になりまし
た。市内に宿泊施設を準備していわき市の介
護老人保健施設入所者・職員を丸ごと受け
入れた際も移動を手伝いました。人工呼吸器
の方の受け入れ時には、STとして離脱後の摂
食リハビリにも関わりました」と森さん。自衛隊の
ヘリで重症患者さんが搬送されて来るなど、災
害時医療の生の体験を得ました。

　「前頭葉の手術でことばと表情の全てを
失った患者様が、訓練を経て初めて声を出せ
た瞬間、初めて笑った瞬間の感動は忘れられ
ません」。患者さんの喜びが森さんを励まし支え
ます。「日々 、STの難しさ、自分の力不足を痛い
ほど感じますが、患者様にいい変化があったと
か笑顔になったとか、小さくても嬉しい、よかった
と思う瞬間がたくさんある仕事です。“STのSは
スマイルのS” 、私が笑顔でいて、患者様も笑
顔になれますように、と思って仕事をしています。
目標は1日1スマイルゲット！（笑）」。

　人から与えてほしいなら、自分から与えろと
言われます。森さんのスマイルはまさにそれ。こ
れからもスマイルで得た日々 の感動をどんどん
エネルギーに変えて、活躍してくれるでしょう。

温かな人間関係と
各々の専門性の高さ、
どちらも医療の質を支
える大切な条件です。 

年に1度、リハビリスタッフが研究発表を行うリハビリテーション研
究会があります。まだ発表経験のない森さんにも、“研究”の視点
は身近なものになっています。

※気管切開手術後、通常のカニューレ（管）を挿入すると
声を出すことができなくなりますが、スピーチカニューレは
上部に穴があり、発声が可能です。

巨大な総合病院で。

「その日そのときの最大を」。

STのSは、スマイルのS！

災害時の医療が目の前で。

心理科学部
言語聴覚療法学科編
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文化週間

　みなさん寒いこの季節どのようにお過ごしで

しょうか。風邪にはお気をつけください。

　さて、今年も文化週間（10月31日～11月７

日）が行われました。

　文化週間とは、文化局に所属しているクラ

ブ・サークルが普段行っている活動の成果を学

生・先生方などのみなさんに知ってもらうため

に行われている企画です。

　２つのダンス同好会（当別・あいの里）による

合同イベントをはじめ、ゴスペル部、弦楽部、

吹奏楽部のミニコンサート。写真部、

Fisherman’s Dine  Club の展示、茶道部の

茶話会など恒例のものとなったものから、今期

新規設立団体のカフェ同好会の仮設カフェ、演

劇サークルの演劇などの新しい試みを持った

団体の加入によって、新しい風が吹きました。 

　来年はどんな新しい風が混ざり、そして吹い

てくれるのか。来年のこの季節は

文化系サークルという風にもお

気をつけてください。

　最後になりますが、文化週間に

参加、協力してくださったみなさ

まありがとうございました。

文化系サークルという大きな風

球技大会

　今年の秋季球技大会は１１月７日～１1日の５

日間を使い、アンケートで人気を集めたバレー

ボール・バスケッ

トボール・フット

サルの３競技を

行いました。

　バレーボール

の決勝戦では、

両チームが互い

にセットカウント

を取り合い、手に汗握る試合でした。また、バス

ケットボールでは、男女別で試合を行い、男子の

決勝はどちらも譲らない攻防戦でした。女子は

３チームの応募とチーム数が少ないながらも、

迫力ある試合を展開していました。また、フット

サルでは、実力差のある試合でも、楽しく競技

に取り組む学生の姿が見受けられました。

　また、今年から取り入れた、実行委員からの

持ち込み企画として「パン食い競争」「ドッジ

ボール」も行いました。試合観戦に来た学生も

参加し、球技大会は一層の盛り上がりを見せま

した。景品のパンも好評でした。

　今回の球技大会にあたって、協力していただ

いたみなさま、本当にありがとうございました。

今年初企画の競技も盛り上がりました！

■開催内容

SF研究部
医療パソコン研究会
美術部
写真部
Fisherman's Dine Club
植物研究部
歯科医療問題研究会
萬屋
カフェ同好会
茶道部
吹奏楽団
弦楽部
ゴスペル部
軽音楽部
演劇サークル
YOSAKOIソーラン祭り部
ダンス同好会PRANCY
あいの里ダンス同好会HAPPILY

部誌配布
展示
作品展示
写真展示
活動写真等展示
野菜と果物とビタミンについての展示
歯科に関する発表展示
ポスター展示
簡易カフェ
お茶会
ミニコンサート
ミニコンサート
ミニコンサート
ライブ
演劇上演
演舞DVDの放映

共同ダンスイベント、ダンスバトル

文化局長 （薬学部3年）

（薬学部1年）

菅原　章弘

大学祭実行委員 西山　加那子

バスケット
ボール部

　私たちは10月1日～16日に行われた、男

子第63回・女子第56回北海道大学バスケッ

トボール選手権大会兼第63回全日本大学バ

スケットボール選手権大会北海道予選会で2

部1位通過、10月23日に行われた同大会入

れ替え戦にて勝利し、1部昇格を果たしました。

　過密なカリキュラムの中での大会への参加

は日程的にも体力的にも厳しい面が多々あり

ました。実習がある学生もおり、なかなか人数

が集まらず思うような練習ができ

ない日も少なくなかったです。し

かし、このような環境の中でも1部

昇格を果たせたのは、一人ひとり

が強い気持ちを持ち、尚且つチー

ムとしては一つの目標に向かって

努力した結果だと思います。

　来年は今年同様の厳しい環境の中、更なる

強豪チームと戦うことになります。1部の中で

も上位を目指して頑張っていきますのでご声

援よろしくお願いします。

女子バスケットボール部、1部昇格しました！
（薬学部3年）バスケットボール部 茅野　杏那

カフェ同好会 弦楽部

演劇サークル
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生命の尊重と個人の尊厳を基本として、保健と医療と福祉の
連携・統合をめざす創造的な教育を推進し、確かな知識・技術
と幅広く深い教養を身につけた人間性豊かな専門職業人を
育成することによって地域社会ならびに国際社会に貢献する
ことを本学の教育理念とする。

■北海道医療大学の教育理念

北海道医療大学広報誌

広報誌についてのご意見・ご要望・情報等をお待ちしております。
E-ma i l : nyush i@hoku - i r yo -u .ac . j p

増田 園子　　浜上 尚也　　安彦 善裕　　中山 英二
鎌口 有秀　　志渡 晃一　　竹生 礼子　　富家 直明　
榊原 健一　　杉原 佳奈　　長原 利明　　宮崎 隆志
宮川 雄一　　戸藤 成人

S T A F F●

発 行 日 ●

編集・発行●

2011年12月21日

北海道医療大学広報・教育事業部 入試広報課
　〒061-0293　北海道石狩郡当別町金沢1757
　☎（0133）22-2113
　http://www.hoku-iryo-u.ac.jp

No.149
　師走に入り、大雪（たいせつ）、冬至を迎え、雪の季節がやってきました。

2011年は東日本大震災を受け、多くのことを感じ、学び、行動した年となりま

した。個人や医療人、団体としての様々な活動を通して、「絆」の強さをあらため

て感じました。台風や洪水も日本や世界の各地で発生し、気候変動の影響を実

感した年でもありました。

　さて、いよいよ2012年6月には、ＪＲ学園都市線（桑園～北海道医療大学

間）が電化され、電車が開通します。所要時間短縮のほか、CO2排出量削減や騒

音低減など、人にも環境にも優しいサービスが期待されます。師走に入ると慌

ただしくなりますが、元気に新年を迎えられますことを願っています。

（S.M記）

　 今年も8月１９日、本学歯学部の学生

がSCRP日本代表選抜大会に参加してま

いりました。SCRPは学生が自ら研究を行

いその成果を発表する場であり、優勝者は

アメリカ歯科医師会主催の世界大会に招

待されます。世界大会への切符のため、発

表はすべて英語で行われます。今年は、５

年生の原田文也さん、都倉尭明さんが放

課後や休日を返上して行った研究成果を

発表致しました。タイトルは“Extension of 

life-span of Cultured Epithelial Cell 

Rests of Malassez with Rho Kinase 

inhibitor”（Rhoキーナーゼ阻害剤による

マラッセ上皮細胞の培養寿命の延長）で

す。歯根膜の中に存在するマラッセ上皮

細胞は歯の再生のための資源としての期

待が高まっており、単離培養することは可

能ですが、歯の再生に必要な量を得るた

めの長期にわたる培養が困難です。そこに

着眼し、Rhoキーナーゼ阻害剤という薬剤

を添加することにより簡単に長期培養を可

能にしたというものです。事前にプレゼン

テーションの練習を致しましたが、発表者

の原田さんの英会話の能力には驚かさ

れ、「これならいける！」という期待を膨ませな

がら送りだすこととなりました。発表は、一

般公開されず、審査員数人の前で行われ

ましたので、発表そのものの様子はわかり

ませんが、発表後の一般公開の部屋に入

ると、やりきった学生の熱気と余韻がつぶ

さに伝わってきました。結果は、参加歯学

部２１校中、惜しくも準優勝以内に選ばれ

ませんでしたが、その場に立つまでの二人

の努力には本当に敬服の外はありません。

この経験はきっと近い将来、二人をプラス

αの歯科医師に育ててくれるものと信じて

おります。

第17回スチューデント•クリニシャン•リサーチ•プログラム（SCRP）参加報告

歯学部教授　安彦 善裕

写真左から、青木さん（臨床研修医、第15回大会参加）、植原さん（大学院生、第12回大会参加）、都倉
さん、安彦教授、原田さん、原田先生（歯学部臨床教授）、長野先生（歯学部助教）


	1p
	2p
	3p
	4p
	5p
	6p
	7p
	8p
	9p
	10p
	11p
	12p

